
１ 漁業経営体 

 （１） 漁業経営体数 

     平成２０年１１月１日現在の漁業経営体数は１，８６３経営体で，前回（平成１５年 

    調査。以下同じ。）に比べ３２０経営体（１４．７％）減少しました。 

     海面漁業は１，４９１経営体，海面養殖業は３７２経営体で，前回に比べそれぞれ 

    １５．３％，１１．８％減少しました。 

 

       
 

 

 （２） 経営組織別経営体数 

      漁業経営体を経営組織別にみると，個人経営体は１，７８０経営体（全漁業経営 

     体数に占める割合９５．５％）で，前回に比べ１５．５％減少しました。団体経営体は 

     ８３経営体（４．５％）で，前回に比べ９．２％増加しました。 

 

      
 



 

 （３） 漁業層別経営体数 

      漁業経営体を沿岸漁業層，中小漁業層別にみると，前回に比べそれぞれ１４．７％， 

     １４．４％減少しました。 

 

     
 

 

（４） 漁獲物・収穫物の販売金額別経営体数 

       漁獲物・収穫物の販売金額を見ると，「１００万円から３００万円未満」の漁業経営体 

     が,５２１経営体（全漁業経営対数に占める割合２８．０％）で最も多く，次いで「３００万円

     から５００万円未満」が４０７経営体（２１．８％）となっています。 

 

     
 

 

 

 



 

（５） 営んだ漁業種類別経営体数 

      漁業経営体の営んだ漁業種類をみると，「その他の釣」を営んだ漁業経営体が５６６ 

     経営体で最も多く，次いで「採貝・採藻」が，５３０経営体となっています。 

 

 

 

 

 

 



２ 漁業就業者 

  （１） 漁業就業者数 

      漁業就業者数は２，９９９人で，前回に比べ４５１人（１３．１％）減少しました。 

    漁業就業者を男女別にみると，男子は２，６１９人，女子は３８０人で，前回に比べ 

それぞれ１２．７％，１５．７％減少しました。 

 

        
 

  （２） 年齢階層別漁業就業者  

      年齢階層別に漁業就業者をみると「６５歳以上」の高齢者の占める割合が４１．２％で 

    最も高く，次いで「５５歳から６４歳」が２６．７％になっています。 

 

        
 

 



 

３ 漁船 

     漁業経営体が過去１年間に漁業生産に使用し，調査期日現在保有している漁船の 

    総隻数は３，４５２隻で，前回に比べ４２５隻（１１．０％）減少しました。 

     これを種類別にみると，動力漁船が１，８８２隻，船外機付漁船が１，５２５隻，無動力 

    漁船が４５隻で，前回に比べそれぞれ１５．８％，４．３％，８．２％減少しています。 

 

         
 


